
思惟大橋（左）と思惟花笑み大橋（右）思惟大橋（左）と思惟花笑み大橋（右）思惟大橋（左）と思惟花笑み大橋（右）



1・・・ 地域とともに・三陸国道

洋野町洋野町洋野町

久慈市久慈市久慈市

岩泉町岩泉町岩泉町

宮古市宮古市宮古市

山田町山田町山田町

野
田
村

野
田
村

野
田
村

田
野
畑
村

田
野
畑
村

田
野
畑
村

普
代
村

普
代
村

普
代
村

階上IC階上IC階上IC

洋野種市IC洋野種市IC洋野種市IC洋野種市IC

山田北IC山田北IC山田北IC山田北IC

山田南IC山田南IC山田南IC

令和6年4月1日現在

三 陸 沿 岸 道 路 宮古盛岡横断道路

事 業 中 区 間

開 通 済 区 間

一般国道45号

補 助 国 道

三 陸 沿 岸 道 路
路 線 名 管 理 区 間 延 長

国 道 4 5 号 1 5 5 . 1 k m
山 田 南 I C ～ 階 上 I C 1 3 9 . 4 k m

2 9 4 . 6 k m三陸国道事務所管内　合計
山 田 町 ～ 洋 野 町

※
※単位未満を四捨五入しているため、内訳と合計値が一致しない場合があります。

三陸国道事務所　管理区間三陸国道事務所　管理区間

洋野階上道路
（令和3年3月20日供用）

久慈北道路
（令和2年3月1日供用）
久慈道路
（平成5年12月16日供用）

野田久慈道路
（令和3年12月18日供用）

普代道路
（平成25年10月13日供用）
尾肝要普代道路
（令和2年12月19日供用）
尾肝要道路
（平成26年3月2日供用）
田野畑道路
（令和3年7月10日供用）

宮古田老道路
（令和2年7月12日供用）

宮古道路
（平成22年3月21日供用）

山田宮古道路
（平成29年11月19日供用）

山田道路
（平成14年8月2日供用）

岩泉道路
（平成22年11月28日供用）

田老岩泉道路
（平成30年3月21日供用）

（
管
理
区
間　

階
上
IC
〜
山
田
南
IC
）

三
陸
沿
岸
道
路

田鎖蟇目道路田鎖蟇目道路田鎖蟇目道路田鎖蟇目道路箱石達曽部道路箱石達曽部道路箱石達曽部道路箱石達曽部道路

宮古盛岡横断道路
（三陸国道事務所事業区間）

三陸国道事務所管内の三陸沿岸道路・宮古盛岡横断道路

１ 三陸国道事務所が進める道路事業



・・・2地域とともに・三陸国道

山田北ＩＣ
（北向きＩＣの追加）

やまだきた

※Ｒ４年度事業化

山田改良 延長 0.4km
やまだ

出展：国土地理院発行５万分１地形図

至 釜石至 釜石至 釜石至 釜石

至 釜石至 釜石至 釜石

（県）宮古山田線

（県）宮古山田線

山田北IC山田北IC山田北IC

E45

至 宮古至 宮古至 宮古至 宮古至 宮古至 宮古至 宮古至 宮古

45

や ま だ き たや ま だ き たや ま だ き たや ま だ き た

概 要

位 置 図

航空写真

　国道45号山田改良は、国道45号の防災上の隘路を回避するため、三陸沿岸道路の山田北ＩＣに

北向きの乗り降りを整備することにより、災害時の道路ネットワーク機能の確保を目的とした事

業であり、令和４年度から事業着手しています。

　令和６年度は調査設計、用地買収を推進します。

航空写真

国道４５号　山田改良国道４５号　山田改良
やまやま だ

三陸沿岸道路三陸沿岸道路



3・・・ 地域とともに・三陸国道

洋野種市ＩＣ
（南向きＩＣの追加）

ひろのたねいち

※Ｒ３年度事業化

出展：国土地理院発行５万分１地形図

至 八戸至 八戸至 八戸至 八戸

至 八戸至 八戸

至 宮古至 宮古至 宮古至 宮古

至 宮古至 宮古

洋野種市IC洋野種市IC洋野種市IC洋野種市IC

E45

45

種市運動場種市運動場種市運動場種市運動場

洋野町民
文化会館
洋野町民
文化会館
洋野町民
文化会館
洋野町民
文化会館

ひ ろ の た ね い ちひ ろ の た ね い ちひ ろ の た ね い ちひ ろ の た ね い ち

（主
）軽

米
種

市
線

（主
）軽

米
種

市
線

（主
）軽

米
種

市
線

（主
）軽

米
種

市
線

概 要

位 置 図

航空写真

三陸沿岸道路（侍浜～階上）は、令和３年３月２０日に全線開通しています。

　洋野種市ＩＣは、防災拠点への迅速な支援ルートの確保により、津波発生時の備蓄・支援物資供給活動
および災害医療活動を支援するほか、「三陸ジオパーク」や「みちのく潮風トレイル」などの広域周遊観
光の支援を目的とした事業（洋野種市ＩＣ：南向きＩＣの追加）であり、令和３年度から事業着手しています。

　令和６年度は調査設計、支障移転補償、改良工事および橋梁工事を推進します。

航空写真

三陸沿岸道路（侍浜～階上）三陸沿岸道路（侍浜～階上）
さむらいさむらい はまはま はしはし かみかみ

三陸沿岸道路三陸沿岸道路



・・・4地域とともに・三陸国道

至
盛
岡

至 

盛
岡

至
盛
岡

※Ｒ２年度事業化

50,369人

航空写真

至 宮古至 宮古至 宮古至 宮古

蟇目IC（仮）蟇目IC（仮）蟇目IC（仮）蟇目IC（仮）
ひ き めひ き めひ き めひ き め

至 盛岡至 盛岡至 盛岡至 盛岡 至 岩泉至 岩泉

至

宮
古

至 

宮
古

至 

宮
古

至

宮
古

蟇目駅蟇目駅蟇目駅蟇目駅

106

106

340

航空写真

概 要

宮古盛岡横断道路「田鎖蟇目道路」は、宮古市田鎖から宮古市蟇目を結ぶ7.2kmの自動車専用道
路です。

災害時の交通障害や道路寸断による広域迂回および孤立集落発生の解消、救急医療施設への速
達性向上、広域周遊観光拡大等の効果が期待されます。

令和６年度は調査設計、用地買収、改良工事および橋梁工事を推進します。

位 置 図

田鎖蟇目道路田鎖蟇目道路
た ひきひき めくさりくさりた くさりくさり

至 久慈至 久慈至 久慈

至 石至 石至 石
出展：国土地理院発行５万分１地形図

宮古盛岡横断道路宮古盛岡横断道路



5・・・ 地域とともに・三陸国道

至
盛
岡

至 

盛
岡

至
盛
岡

至
宮
古

至 

宮
古

至
宮
古

50,369人

※震災後事業化

※Ｒ３年度事業化

※震災後事業化
令和３年３月２８日開通

平成１１年
１２月１６日開通

(岩手県施行区間)

令和３年３月２８日開通
出展：国土地理院発行５万分１地形図

至 盛岡至 盛岡至 盛岡

道の駅
やまびこ館

道の駅
やまびこ館

道の駅
やまびこ館

道の駅
やまびこ館

川内IC（仮）川内IC（仮）川内IC（仮）川内IC（仮）

106

106

か わ う ちか わ う ちか わ う ちか わ う ち

至 宮古至 宮古至 宮古至 宮古

航空写真

航空写真

概 要

　宮古盛岡横断道路「箱石達曽部道路」は、宮古市箱石から宮古市川内を結ぶ9.7kmの自動車専
用道路です。

　災害時の交通障害や道路寸断による広域迂回の解消、救急医療施設への速達性向上、広域周遊
観光拡大等の効果が期待されます。

　令和６年度は調査設計、用地買収を推進します。

箱石達曽部道路箱石達曽部道路
はこはこ いしいし たったっ そ べ

位 置 図

宮古盛岡横断道路宮古盛岡横断道路



・・・6地域とともに・三陸国道

EE45

E4A

106
国道

ROUTE

E45

E45

E45

E46E46

E4

E4

E6

E48

　　広 域　図

令和６年３月２９日 現在

復興道路

復興支援道路

その他高規格道路

フルインター

ハーフインター

ジャンクション

現道活用区間接続箇所

(出典)
H22︓H22年道路交通センサス
R4.1︓トラフィックカウンターによる確定値（平⽇平均※）
R6.1︓トラフィックカウンターによる計測値（平⽇平均※）

■国道 ■⾼規格道路

（台/⽇）《三陸沿岸道路》

階
上
IC

␚
洋
野
種
市
IC

侍
浜
南
IC

␚
久
慈
北
IC

宮
古
中
央
JCT

␚
宮
古
南
IC

※R6.1 調査地点

（宮古⽥鎖IC〜宮古中央IC）

※
H22,R4.1 調

査
地

点

（
平

津
⼾

・岩
井

〜
松

草
）

E4

Ｈ22

R4.1

R5.1

《宮古盛岡横断道路》

3,500

200
3,400

3,800

0 2,000 4,000 6,000

Ｈ22

R4.1

R6.1

H22
Ｒ4.1

3,500

3,600

(台/⽇)

Ｒ6.1※ 3,800

※R6.1 国道は未計測
※R6.1は調査地点変更

H22

Ｒ4.1

H22

Ｒ4.1

H22

Ｒ4.1

Ｒ6.1

Ｒ6.1

Ｒ6.1

8,600

3,300

6,700

7,500

1,600

1,500

16,400

9,200

7,600

4,900

6,500

7,000

7,100

4,100

11,200

10,300

0 20,000 40,000 （台/⽇）

8,600

8,200

7,500

8,600

20,500

20,400

13,200

8,600

17,900

釜
⽯
両
⽯
IC

␚
釜
⽯
中
央
IC

気
仙
沼
港
IC
␚

 

気
仙
沼
中
央
IC

桃
⽣
津
⼭
IC

␚
桃
⽣
豊
⾥
IC

⽯
巻
港
IC␚

⽮
本
IC

⼤
船
渡
IC

␚
⼤
船
渡
碁
⽯
海
岸
IC

H22

Ｒ4.1

H22

Ｒ4.1

H22

Ｒ4.1

H22

Ｒ4.1

H22

Ｒ4.1

Ｒ6.1

Ｒ6.1

Ｒ6.1

Ｒ6.1

Ｒ6.1

19,600

10,200

9,900

13,100

13,300

11,700

17,700

8,700

7,900

16,100

13,200

12,400

16,400

14,500

12,800

8,800

8,300

5,000

6,900

6,500

10,900

11,300

11,300

15,400

16,500

28,400

31,900

33,800

19,600

19,000

18,100

20,200

17,700

19,600

27,400

28,600

44,800

46,400

18,200

18,200

19,200

28,900

46,600

〇復興道路・復興支援道路整備後の交通量は全路線で増加し、被災地の交流拡大を支援。
〇三陸沿岸道路では、全線開通後に交通量が増え、特に青森・岩手県境の階上IC～洋野種市ICでは
　 約5,000台増加。
〇宮古盛岡横断道では、全線開通後より交通量が増加約200台増加。

復興道路・復興支援道路の交通量の変化(R6.1月)

整備効果整備効果



7・・・ 地域とともに・三陸国道

“燦々”と東北の未来を照らす象徴に
さんさん

～三陸沿岸道路がもたらした３【三】にまつわる６【陸】つの効果～

整備効果整備効果

出典︓⼯場⽴地動向調査

(百億円）

0

10

20

30

40

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

増加

約3,000億円以上
復興道路沿線市町村の設備投資の推移（累積）

三陸道沿線市町村の工場で新たに

約３,０００億円以上の設備投資

工場設備投資の３
間接
効果
間接
効果

出典︓⼯場⽴地動向調査

0

50

100

150

200

250

300

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

（件/年） 増設 新設

増加

約300件
復興道路沿線市町村の工場立地の推移（累積）

三陸道沿線市町村に

約３００件の工場が新設・増設

工場立地に関する３
間接
効果
間接
効果

2 5 9 3 6 6 8 9 46
7 14

16
20

23
26

43 42
49

40

2 5
4

7
2

9 13

26
34 55 61

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

0

20

40

60

80

100

120

H22H23H24H25H26H27H28H29H30 R1 R2 R3

コンテナ取扱量
（TEU）

（年）

内陸
沿岸

コンテナ取扱量

県外

利⽤企業地域

利⽤企業数、
コンテナ取扱量、
過去最多へ

約30倍以上

※ TEUとは20フィートで換算したコンテナ個数を表す単位。 出典︓釜⽯市資料

釜石港利用企業数と一般貨物コンテナ取扱量の推移

利⽤企業数
（社）

釜石港の利用企業数が

約３０倍以上に増加

釜石港に関する３
間接
効果
間接
効果

0.0

2.0

4.0

6.0

H22 H23 H24 H25 H26 R3

岩⼿県全体 三陸沿岸(12市町村)

1.0

増加

倍
率

（
H2
2を
1.
0と
す
る
）

県全体と
約3倍の差

三陸沿岸地域の教育旅行受入校数伸び率

出典：岩手県観光統計

三陸沿岸部の教育旅行受入数は
県全体で約1.9倍、三陸沿岸では約5倍に増加

三陸沿岸部の伸率は

県全体と約３倍の差

教育旅行受入数の３
間接
効果
間接
効果

三陸沿岸道路と国道４５号の事故件数

出典：H22～R2イタルダデータ、R3は事務所速報値

R45・三陸道の死傷事故件数が

（約900件→約270件）

震災以前の 約３割に減少

直接
効果
直接
効果交通事故件数の３

約３時間３０分
（5時間28分→3時間29分 2時間短縮）

仙台～宮古間
所要時間

３時間20分
（8時間35分→5時間13分）

仙台～八戸間
移動時間短縮

仙台～八戸間の旅行速度が

約３０km/hアップ
（45km/h→77km/h）

直接
効果
直接
効果時間変化に関する３



・・・8地域とともに・三陸国道

広域周遊観光の拡大を支援（沿岸部への教育旅行増加）

⿓泉洞⿓泉洞⿓泉洞（岩泉町）（岩泉町）（岩泉町）

出典︓岩⼿県観光協会

■学校の声
・コロナ禍をきっかけに県内の修学旅⾏を実施するように
なった。宮古盛岡横断道路・三陸沿岸道路の開通に
より、内陸部から沿岸部へのアクセスが良くなり、移動
時間が短縮した。

・震災学習や沿岸部の特徴を⽣かした体験学習を修
学旅⾏に組み⼊れることができた。

・無料区間のため旅⾏費⽤の軽減につながった。
（R4.10 滝沢市⼀本⽊⼩学校ヒアリング結果）

【主な⽴ち寄り箇所】

学校
滝沢IC滝沢IC滝沢IC

盛岡南IC盛岡南IC盛岡南IC

宮古港IC宮古港IC宮古港IC

浄⼟ヶ浜浄⼟ヶ浜浄⼟ヶ浜
宮古市⿂市場宮古市⿂市場宮古市⿂市場

⽥⽼
学ぶ防災

⽥⽼
学ぶ防災

⽥⽼
学ぶ防災

グリーンピア
三陸みやこ
グリーンピア
三陸みやこ
グリーンピア
三陸みやこ

⿓泉洞⿓泉洞⿓泉洞

久慈地下
⽔族科学館
もぐらんぴあ

久慈地下
⽔族科学館
もぐらんぴあ

久慈地下
⽔族科学館
もぐらんぴあ

久慈
琥珀博物館

久慈
琥珀博物館

久慈
琥珀博物館

九⼾IC九⼾IC九⼾IC

⻄根IC⻄根IC⻄根IC

⽔産加⼯体験⽔産加⼯体験⽔産加⼯体験

:震災前（H22）
:現在（R4.12末）

＜滝沢市役所からの120分圏＞

※時間圏は、H27全国道路・街路交通情勢調査の
昼間⾮混雑時旅⾏速度（上下平均）および
事業中区間の設計速度をもとに算出

︓修学旅⾏ルート
︓修学旅⾏⽴ち寄り箇所

106

45

455

E4A

E4
E45

281

開通により、学習の幅・
⾏き先の選択肢が拡⼤

岩⼿県

⾄ ⻘森市⾄ ⻘森市⾄ ⻘森市

⾄ ⼋⼾市⾄ ⼋⼾市⾄ ⼋⼾市

⾄ 仙台市⾄ 仙台市⾄ 仙台市

⽥鎖蟇⽬道路⽥鎖蟇⽬道路⽥鎖蟇⽬道路

箱⽯達曽部道路箱⽯達曽部道路箱⽯達曽部道路

延⻑7.2km延⻑7.2km延⻑7.2km

延⻑9.7km延⻑9.7km延⻑9.7km

⻘森県

盛岡市役所
道の駅

やまびこ館
道の駅

やまびこ館
道の駅

やまびこ館

道の駅
おりつめ
オドデ館

道の駅
おりつめ
オドデ館

道の駅
おりつめ
オドデ館

○ コロナ禍以降、宮古盛岡横断道路等の開通もあり、宮古市では防災教育旅⾏の⼊込客数が増加。盛岡市
周辺⼩中学校の修学旅⾏等の⾏先について、県内沿岸部が選択肢の⼀つとして含まれ、学習の幅が拡⼤。

○ ⽥鎖蟇⽬道路と箱⽯達曽部道路の整備により、さらにアクセス性及び周遊性が向上し、教育旅⾏を含めた広
域周遊観光を⽀援。

97 91

13 17
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4347
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(年度)

（件）

新型コロナウイルス
感染症拡⼤

116

149
137

沿岸部への学習拡⼤

▼盛岡市周辺⾃治体・⼩中学校の
修学旅⾏等の⾏先の推移

▼岩⼿県内陸部（滝沢市）⼩学校の修学旅⾏ルート
（R4.5実施）

出典︓R4.10・11教育委員会・⼩中学校ヒアリング結果より集計
      （盛岡市、⼋幡平市、雫⽯町、⽮⼱町、紫波町、葛巻町、岩⼿町）
   ※複数回答含む、各年で未回答有り

久慈琥珀博物館久慈琥珀博物館久慈琥珀博物館（久慈市）（久慈市）（久慈市）

出典︓久慈琥珀博物館HP

震災遺構 たろう観光ホテル震災遺構 たろう観光ホテル震災遺構 たろう観光ホテル（宮古市）（宮古市）（宮古市）

○ 岩⼿県沿岸地域では内陸地域に⽐べて診療所が少なく、県⽴病院の重要度が⾼い状況。宮古盛岡横断
道路の整備により、所要時間は約26分短縮、県⽴中央病院では宮古市の利⽤者が新たに出現。

○ 宮古地域には、⼆次救急医療機関しかないため、脳梗塞など重篤患者は、盛岡⽅⾯へ約6割搬送しており、
内陸部への搬送の重要度が⾼い。

○ ⽥鎖蟇⽬道路と箱⽯達曽部道路の整備により、安全安⼼な救急・地域医療サービスの維持を⽀援。

安全安心な救急・地域医療サービスの維持を支援

0%

21%

0%

10%

20%

30%

40%

開通前 開通後

宮古市の利⽤者が出現

資料︓「プロファイルパスポート位置情報データ」 株式会社ブログウォッチャー
　・開通前︓H31.4.27〜R1.5.11 開通後︓R4.4.29〜5.13（休⽇）
　・岩⼿県⽴中央病院に10分以上滞在した宮古市居住者データ資料︓令和２年医療施設調査

360
153

101
88

38
24

45
32
36

0 100 200 300 400

盛岡
岩⼿中部
胆江
両磐
気仙
釜⽯
宮古
久慈
⼆⼾

内陸地域に⽐べて、
沿岸地域は診療所

が少ない

（診療所数）

▼宮古市〜岩⼿県⽴中央病院の所要時間変化

▼岩⼿県内における
⼆次医療圏別⼀般診療所数の⽐較

▼岩⼿県⽴中央病院の
宮古市利⽤者割合の変化

資料︓宮古地区広域⾏政組合 消防本部

R3年
搬送件数
287件

盛岡⽅⾯の
病院 56％

久慈市内の
病院 30％

その他⾃治体
病院 14％

盛岡⽅⾯へ 約６割
久慈市へ 約3割を 搬送

▼宮古市内の救急患者の
管外搬送実績

⾄ 仙台市

⾄ ⻘森市 ⾄ ⼋⼾市

開通後
89分

開通前
115分

宮古盛岡横断道路開通による所要時間変化
（宮古市〜岩⼿県⽴中央病院）

※

出典︓令和3年度全国道路・街路交通情勢調査を基に算出
・昼間⾮混雑時旅⾏速度、宮古市︓国道106号築地交差点

※⽥鎖蟇⽬道路開通後、80km/hで算出

盛岡市 宮古市

岩⼿医科⼤学
附属病院

(⾼度救命救急センター)

岩⼿県⽴
中央病院

E4

⽮⼱町

106

⽥鎖蟇⽬道路箱⽯達曽部道路
延⻑7.2km延⻑9.7km

宮古市役所

E45

4

45

⾄ 仙台市

整備効果整備効果
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整備中（歩道整備）

整備中（休憩施設整備）

整備中（電線共同溝）

三陸沿岸道路

一般国道45号

その他一般国道

※令和6年4月1日現在

洋野町洋野町
種市歩道整備
　延長 0.9km

※Ｒ３年度事業化

洋野町洋野町
宿戸歩道整備
　延長 0.7km

※Ｒ３年度事業化

野田村野田村
下安家地区歩道整備
　延長 2.2km

※Ｒ４年度事業化

〈休憩施設整備〉

宮古市宮古市

津軽石PA上下線

〈電線共同溝〉

宮古市宮古市

神林地区  延長 2.1km

石崎地区  延長 0.6km

磯鶏地区  延長 1.4km

※Ｒ３年度事業化

※Ｒ３年度事業化

※Ｒ５年度事業化

※Ｈ３０年度事業化

　道路を安全・快適に利用していただくため、交通環境の改善や交通事故防止、交通の円滑化に向けた対策
事業として、電線共同溝、歩道設置および休憩施設整備を進めています。

電線共同溝・歩道整備・休憩施設整備電線共同溝・歩道整備・休憩施設整備

安全で快適な交通のための道づくり
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至 仙台市

至 八戸市

盛岡市至

宮宮古湾宮古湾宮古湾

445

2277

神林地区

至八戸市

至仙台市

三陸鉄道リアス線

三陸鉄道リアス線

三陸鉄道リアス線

三陸鉄道リアス線

宮古海洋技術
短期大学校
宮古海洋技術
短期大学校
宮古海洋技術
短期大学校
宮古海洋技術
短期大学校

県立宮古
水産高校
県立宮古
水産高校
県立宮古
水産高校
県立宮古
水産高校

県立宮古
商工高校
県立宮古
商工高校
県立宮古
商工高校
県立宮古
商工高校

　令和６年度は調査設計、本体工事を推進します。

神林地区（宮古市）神林地区（宮古市）※Ｒ３年度事業化※Ｒ３年度事業化
かんかん ばやしばやし みやみや こ し

至　仙台市

至　八戸市

45

45

277

磯鶏地区

至仙台市

至八戸市

三陸鉄道リアス線三陸鉄道リアス線三陸鉄道リアス線三陸鉄道リアス線 磯鶏駅磯鶏駅磯鶏駅磯鶏駅

宮古市民文化会館宮古市民文化会館宮古市民文化会館宮古市民文化会館

磯鶏地区（宮古市）磯鶏地区（宮古市）※Ｈ３０年度事業化※Ｈ３０年度事業化
そ けいけい みやみや こ し

　令和６年度は調査設計、支障物移設および本体工事を推進します。

至　仙台市

至　八戸市

石崎地区

45

45

106

宮古湾宮古湾宮古湾

宮古
大橋大橋
宮古
大橋
宮古
大橋

閉伊川閉伊川閉伊川閉伊川➡

盛岡市至

三陸鉄道リアス線三陸鉄道リアス線三陸鉄道リアス線三陸鉄道リアス線

磯鶏駅磯鶏駅磯鶏駅磯鶏駅

宮古市民文化会館宮古市民文化会館宮古市民文化会館宮古市民文化会館

宮古盛岡横断道路宮古盛岡横断道路宮古盛岡横断道路宮古盛岡横断道路

宮古港 I C宮古港 I C宮古港 I C宮古港 I C

至仙台市

至八戸市

　令和６年度は調査設計、本体工事を推進します。

石崎地区（宮古市）石崎地区（宮古市）※R３年度事業化※R３年度事業化
いしいし ざきざき みやみや こ し

電線共同溝電線共同溝
　電線共同溝は、電線類を地中に埋設し無電柱化することにより、災害時における緊急輸送道路の確保ならび
に安全で快適な歩行空間の確保を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援します。
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NN

⾄　仙台

　⾄　⼋⼾
宿⼾⼩学校

宿⼾歩道整備 延⻑　0.7km

出典︓地理院地図に情報等を追記して掲載

45号国道
事業区間
歩道供⽤区間

至 仙台市

至 八戸市

　当該箇所は通学路指定されていますが、片側にしか歩道が整

備されておらず、歩行者が乱横断するなど非常に危険な状況と

なっております。

　このため、直近にある信号交差点まで歩道を整備し、通学児

童・生徒や沿線住民が安全・快適に通行できる空間の確保を行

うものです。

　令和６年度は工事を推進します。

概　　要

宿戸歩道整備（洋野町）宿戸歩道整備（洋野町）※Ｒ３年度事業化※Ｒ３年度事業化
しゅくしゅく のへのへ ひろひろ の ちょうちょう

至 仙台市

至 八戸市

N

種市歩道整備 延⻑　0.9km

）

至　仙台

至　八戸

種市⼩学校

出典︓地理院地図に情報等を追記して掲載

国道45号
事業区間

歩道供⽤区間
⼀部完了区間

　当該箇所は通学路指定されており、沿道に商業施設等が多
い区間ですが、片側にしか歩道が整備されておらず、歩行者
が乱横断するなど非常に危険な状況となっております。
　このため、直近にある信号交差点まで歩道を整備し、通学
児童・生徒や沿線住民が安全・快適に通行できる空間の確保
を行うものです。
　令和６年度は工事を推進します。

概　　要

種市歩道整備（洋野町）種市歩道整備（洋野町）※Ｒ３年度事業化※Ｒ３年度事業化
たねたね いちいち ひろひろ の ちょうちょう

歩道整備歩道整備
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津軽石PA

（上り線）

つがるいし

津軽石PA

（下り線）

つがるいし⾄　仙台⾄　仙台⾄　仙台
⾄　⼋⼾⾄　⼋⼾⾄　⼋⼾

出典︓地理院地図に情報等を追記して掲載

至 八戸市

至 仙台市
三陸沿岸道路（山田北IC～宮古南IC間）の津軽石パーキング

エリア（PA)は、簡易パーキングとして供用していますが、利

便性の向上を図るため、パーキング内に休憩施設（トイレ）を

整備します。

　令和６年度は工事を推進します。

概　　要

津軽石PA整備事業津軽石PA整備事業（宮古市宮古市）※Ｒ5年度事業化※Ｒ5年度事業化
つ がるがる いしいし みやみや こ し

⾄　仙台⾄　仙台⾄　仙台

⾄　⼋⼾⾄　⼋⼾⾄　⼋⼾

N

宿泊施設

下安家地区歩道整備 延⻑ 2.2km

国道45号
事業区間
歩道供⽤区間

出典︓地理院地図に情報等を追記して掲載

現況

計画（イメージ）

至 八戸市

至 仙台市
概　　要

当該箇所は野田村下安家地区と玉川地区をつなぐ基幹道

路であり、地元高校生の通学にも利用されていますが、歩道

が整備されておらず、非常に危険な状況となっております。

　このため、新たに歩道を整備し、通学生徒や沿線住民が

安全・快適に通行できる空間の確保を行うものです。

令和６年度は調査設計、用地買収および工事を推進します。

下安家地区歩道整下安家地区歩道整備（備（野田野田村）村）※Ｒ４年度事業化※Ｒ４年度事業化
しもしも あっあっ か の だ むらむら

休憩施設整備休憩施設整備
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道路管理の延長

管理担当出張所

久慈維持出張所

宮古維持出張所

宮古西維持出張所

三陸国道事務所管内　合計

路 線 名

国道4 5号

国道4 5号

国道4 5号

一 般 国 道

63.5km

59.1km

32.5km

155.1km

60.7km

48.6km

30.1km

139.4km

124.2km

107.7km

62.6km

294.6km

三 陸 沿 岸 道 路
（自動車専用道路）

合 計

※各々の数値は、単位未満を四捨五入しているため、内訳と合計値が一致しない場合があります。

※

補修・維持補修・維持

舗 装 修 繕 橋 梁 補 修

路 面 清 掃 除雪（凍結抑制剤散布）

点　検点　検

道路パトロール

トンネル施設点検 付 属 物 点 検

橋梁施設点検

道 路 管理担当出張所
（一般道）

久慈維持出張所

（自専道）
三陸沿岸道路 一般国道45号

久
慈
維
持
出
張
所
担
当

（
洋
野
町
〜
普
代
村
）

（
階
上
IC
〜
普
代
IC
）

（
普
代
IC
〜
宮
古
北
IC
）

（
宮
古
北
IC
〜
山
田
南
IC
）

（
田
野
畑
村
〜
宮
古
市
）

（
宮
古
市
〜
山
田
町
）

宮
古
維
持
出
張
所
担
当

宮
古
西
維
持
出
張
所
担
当

久
慈
維
持
出
張
所
担
当

宮
古
維
持
出
張
所
担
当

宮
古
西
維
持
出
張
所
担
当

宮古維持出張所

三陸国道事務所

宮古西維持出張所

その他一般国道

三陸沿岸道路

一般国道45号

道路空間を良好に保ち、道路を快適で安全・安心に利用できるよう努めています。三陸国道事務所では、国道45
号のうち、一般国道（山田町～洋野町）と三陸沿岸道路（山田南IC～階上IC）の総延長294.6kmを担当しています。

道路管理道路管理

日々の暮らしを支える道づくり
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▲耐震補強の事例

各
種
橋
梁
耐
震
補
強

▲トンネル補修の事例

各
種
ト
ン
ネ
ル
補
強

　大規模地震発生時における広域緊急援助隊等の支援や、被災地へ搬送される支援物資の輸送路確保のため
に橋梁の耐震補強を行います。また、道路利用者の安全・安心な通行を確保するため、定期的な点検を行い、対
策が必要と判断した橋梁やトンネルには適切な補強・補修を実施します。

橋梁耐震補強・トンネル補強補修橋梁耐震補強・トンネル補強補修

道路メンテナンス会議
　岩手県の道路インフラの予防保全・老朽化対策の体制強化を図るため、県内の高速道路、国道、県道、市
町村道の道路管理者からなる「岩手県道路メンテナンス会議」を平成26年度に設立しています。令和５年
度の活動内容は「岩手県道路メンテナンス会議」を２回開催した他、道路維持管理業務を担う市町村職員
への点検講習会や、広報活動の一環として道路インフラ老朽化対策のポスター掲示を行っています。

メンテナンス会議 溝橋点検講習会 ポスターの掲示

点検支援技術による橋梁点検

近接目視によるトンネル点検

５年に１回の点検による
健全度の把握、
対策の要否を診断

長寿命化計画の策定

予算の確保

予防的な修繕等の実施

５年に１回の点検に基づく
長寿命化の取り組み

繰
り
返
し

メンテナンスサイクル

診断

点検 措置

記録

反映 充実

長寿命化計画

「点検⇒診断⇒措置⇒記録」の業務サイ
クルを通じて、予防的な保全を進めるメ
ンテナンスサイクルを構築

・補修
・経過観察
・通行規制
　など

〈基本的な事項〉

予防的な
保全を目指した
維持管理

維持管理の頻度を
定めた

計画的な点検の実施

構造物の健全度を
一定の尺度で診断

点検、診断、措置の
記録作成、保存など

　橋梁やトンネルなどの道路構造物は建設後長期間を経過していることから、定期的な点検による健全度の
把握と計画的な補強・補修を実施することで、構造物の長寿命化を推進します。

道路構造物の老朽化対策道路構造物の老朽化対策
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管内の道の駅
※令和６年４月１日現在１４箇所
　（岩手県内３６箇所）

その他一般国道

三陸沿岸道路

一般国道45号

※道路管理者又は市町村等で整備
駐車場、トイレ、情報提供施設、休憩施設

休憩機能休憩機能

情報発信情報発信
機能機能

地域連携地域連携
機能機能

地域とともにつくる
個性豊かな
にぎわいの場

※災害時には、防災機能を発現

地域振興施設
（文化教養施設、
  観光レクリエーション施設など）
※市町村等が整備

情報提供施設

駐車場

ガソリンスタンド

トイレ
休憩施設

地域振興施設

道の駅「いわて北三陸」（久慈市）道の駅「いわて北三陸」（久慈市）

道路交通の円滑な「ながれ」を支えるため、一般道路に
も安心して自由に立ち寄れ、利用できる快適な休息のた
めの「たまり」空間として「道の駅」を整備しています。
近年は農業・観光・福祉・防災・文化など、地域の個性・
魅力を活かした様々な取り組みが進められています。

道の駅道の駅

大規模自然災害が発生または発生する恐れがあ
る場合に、災害に関する情報を収集・提供するため
必要に応じ自治体等に対して職員を派遣する制度
です。
　令和元年10月に発生した台風19号による災害で
は、沿岸市町村に職員を派遣し、被害状況の把握、
各支援機関との調整を行いました。

▲宮古市への派遣状況

ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ
大規模な自然災害等に際して、被災自治体が行

う被災状況の迅速な把握、被害の拡大の防止、被
災地の早期復旧等に対する技術的な支援を円滑か
つ迅速に行います。
令和６年能登半島地震では被災地に職員を派遣

し、甚大な被害が発生した道路の被害状況調査を
行いました。

▲石川県穴水町への派遣状況

リエゾン

　大規模災害時には、ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥやリエゾンを派遣し、災害発生時の迅速な対応や、自治体への
支援等を行います。

災害対策災害対策
２ 三陸国道事務所の主な取り組み

道の駅区域道の駅区域
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三陸国道事務所では、「3.11伝承ロード」（東日
本大震災の事実や記憶、経験や教訓を伝えることで
新たにできる教訓・伝承の道を意味する）を構成す
る震災伝承施設を案内し、伝承のネットワークと輪
を広げています。

「３．１１伝承ロード」への取り組み「３．１１伝承ロード」への取り組み

三陸国道事務所では、地域の小中学校が行う「総

合的な学習の時間」の授業に対し、より実践的な学

習ができるよう、工事現場や各種施設の見学会、出

張出前講座などを通じた協力を行っています。

　詳しくは、三陸国道事務所総務課（地域づくり相

談室）までお問い合わせください。

「総合的な学習の時間」への取り組み「総合的な学習の時間」への取り組み

三陸国道事務所では、
地域の皆さんや企業の
皆さんが行う歩道除雪
や道路の美化清掃等の
ボランティアを支援す
る「ボランティア・サポ
ート・プログラム」を推
進しています。
　活動団体を随時募集しています。詳しくは、三陸国道事務所管理課までお問い合わせください。

ボランティア・サポート・プログラムボランティア・サポート・プログラム

　三陸国道事務所では、ホームページおよびSNSをとおして、事務所の取り組みや防災・通行規制情報を
発信しております。

事務所ホームページ・SNSでの情報発信事務所ホームページ・SNSでの情報発信

美化清掃の様子 歩道除雪の様子

児童による見学会の様子

パネル展の様子
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　３次元モデルを活用し、関係機関との協議や受発注者間の情報共有を実施しています。

３次元データの活用推進

蟇目IC（仮）全景

▼付替国道106 号を
堤防兼用道路とした
蟇目IC 形状の共有
（河川協議）

クラウドによる受発注者間の情報共有

河川河川河川

ＪＲＪＲＪＲ

▲
JR用地との
近接チェック
(JR協議)

　起工測量から出来形管理までの一連に、ＩＣＴ技術を活用して工事を実施しています。

ＩＣＴ活用工事の実施

LSによる起工測量 ３次元設計データ作成 ＩＣＴ建設機械による施工

ボーリング調査の検尺を現地に行かず、遠隔での立ち会いを
実施しています。

受注者側（調査現場） 発注者側（事務所）

地質調査における遠隔臨場

撮影者

確認画面確認画面確認画面

研修や、体験学習会に参加し、デジ
タル人材の育成に取り組んでいます。

例）インフラＤＸに向けた勉強会

　　i-Construction(ICT)研修

　　BIM/CIM操作技術講習会 など

ICT体験学習会の様子

デジタル人材の育成

　インフラ分野のＤＸとは、社会情勢の激しい変化に対応し、インフラ分野においてもデータとデジタル
技術を活用して、非接触・リモート型の働き方への転換と抜本的な生産性や安全性向上を図るもので、三陸
国道事務所でも様々な取り組みを行っています。

インフラ分野のDX（デジタル・トランスフォーメーション）インフラ分野のDX（デジタル・トランスフォーメーション）
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R6R5R4R3R2R1H30H29H28H27H26H25H24H23H22

電線共同溝
19.8%

交通安全対策
9.1% 道路改築

71.1%

道
路
事
業
費

令和５年度
当 初 予 算

道路改築事業

交通安全対策事業

令和５年度
補 正 予 算

令和６年度
当 初 予 算

1200

0

0

Ｒ６
年度

350

350 1940

250

540

2730

337

593

2130 

令和６年度　事業費の構成と事業費の推移
三陸国道事務所の令和６年度当初予算は下表のとおりとなっています。

▼三陸国道事務所　事業費の推移

電線共同溝事業

合 計

単位：百万円

91 127

438

4 4 6 5 7 13 12 15 1９
８

１7 21 27

488
561

734

847

939

856

957

823

部 署 名 業 務 内 容

事務所の窓口業務の他に、文書・庁舎の管理、職員の福利厚生に関する業務を行っています。

事業を行うための工事等の入札・契約事務や予算管理、支払事務及び財産の管理などを行っています。

三陸沿岸道路および宮古盛岡横断道路の整備、歩道設置や交差点改良などに必要な土地を提供いただくための協議を行って
います。

三陸沿岸道路および宮古盛岡横断道路の設計、工事などに関する業務などを行っています。

道路交通の現況調査や三陸沿岸道路および宮古盛岡横断道路の環境調査、埋蔵文化財調査等に関する業務などを行っています。

総 務 課

総 務 課
経 理 分 室

用 地 課

工 務 課

調 査 課

工事の発注に係る技術提案の審査、評価、検査に関する業務や品質確保施策に係る調査・整理に関する業務等を行っています。調 査 課
技術審査室

出 張 所
（宮古、久慈、宮古西）

道路の維持・補修、除雪、防災対策、建設機械・設備の管理・運用などに関する業務を行っています。
道路の占用など、道路に関する各種手続き業務を行っています。

歩道設置や交差点改良などの交通安全対策、道の駅の整備および電線共同溝の整備などを行っています。
電気設備や光ケーブル等を利用した情報収集、データ配信の管理・運用を行っています。

安全で快適な交通を確保するために道路のパトロールを行っています。また、道路の維持・補修作業を行っています。

管 理 課

交通対策課

業務内容

三陸国道事務所組織表

総

務

課

用

地

課

工

務

課

調

査

課

管

理

課

交

通

対

策

課

宮
古
維
持
出
張
所

宮
古
西
維
持
出
張
所

久
慈
維
持
出
張
所

（
２
名
）

（
２
名
）

（
４
名
）

（
１
名
）

副

所

長
（
事

務

）

副

所

長
（
技

術

）

契

約

事

務

管

理

官

保

全

対

策

官

建

設

専

門

官

専

門

調

査

官

建

設

監

督

官

事

務

所

長

３ 組織表・業務内容・事業費・所在地



で通報で通報で通報L I N EL I N EL I N E道路の異状を発見したら、道路の異状を発見したら、道路の異状を発見したら、 へへ～全国の道路で令和6年3月29日から開始！～～全国の道路で令和6年3月29日から開始！～～全国の道路で令和6年3月29日から開始！～ ＃9910

友だち追加は
二次元コードから
友だち追加は
二次元コードから
友だち追加は
二次元コードから

（LINEトークから道路異状の状態・写真・位置を通報）■LINEによる簡単５ステップで通報■LINEによる簡単５ステップで通報■LINEによる簡単５ステップで通報

②① ④ ⑤③
異状の種類を

選ぶ
できごとを

選ぶ
写真を送る 道路の種類を

選ぶ
位置情報を

送る

※引き続き電話による通報も受け付けています。全国共通＃９９１０（２４時間受付・無料）
※事故防止のため、運転中の携帯電話やスマホの操作はお止めください。

安全な場所へ
停車して

道路の異状を
発見

〒027-0058

TEL ： 0193-71-1760
宮古市千徳第14地割29-5

宮古西維持出張所

宮古中央ＩＣ

〒027-0095

TEL ： 0193-62-5077
宮古市佐原３丁目21-4

宮古維持出張所

〒028-0051

TEL ： 0194-53-2790
久慈市川崎町16-35

久慈維持出張所一般国道45号
（一般道）

三陸沿岸道路
（自専道）

久
慈
維
持
出
張
所
担
当

（
洋
野
町
〜
普
代
村
）

（
階
上
IC
〜
普
代
IC
）

（
普
代
IC
〜
宮
古
北
IC
）

（
宮
古
北
IC
〜
山
田
南
IC
）

（
田
野
畑
村
〜
宮
古
市
）

（
宮
古
市
〜
山
田
町
）

宮
古
維
持
出
張
所
担
当

宮
古
西
維
持
出
張
所
担
当

久
慈
維
持
出
張
所
担
当

宮
古
維
持
出
張
所
担
当

宮
古
西
維
持
出
張
所
担
当

三陸沿岸道路

一般国道45号

その他一般国道

久慈維持出張所

宮古維持出張所

宮古西維持出張所

国土交通省　東北地方整備局
三陸国道事務所
〒027-0029

TEL ： 0193-62-1711（代）
FAX ： 0193-71-1734
E-mail：thr-sanriku01@ki.milt.go.jp

岩手県宮古市藤の川４番１号

事務所・出張所 所在地
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